




































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は③
非終端記号<A>は1個以上のaの列aa*を生成し、<B>はbまたはcの1個以上の並び
(b|c)(b|c)*を生成する。したがって文全体はaa*(b|c)(b|c)*となる。

●問題Ⅲ-2
正解は①
2台のRAID0の故障率は1-(1-0.1)^2=0.19である。これをミラーリングした全体の故障率は
0.19^2=0.0361となり、単体故障率0.1と比べ約2.8倍改善される。

●問題Ⅲ-3
正解は④
モデルのパラメータ数を大量に増やして表現力を高めることは、訓練データへの過剰適合
を助長し過学習を引き起こす要因となるため不適切である。

●問題Ⅲ-4
正解は③
局所変数の参照をたどると'a'、'd'、'e'、'g'が到達可能としてマークされる。参照チェ
ーンから孤立している'b'、'c'、'f'がごみ集めにより回収される。

●問題Ⅲ-5
正解は④
左の枝から優先して探索すると、深さ優先探索ではバックトラックを経て10個目でGに到
達する。幅優先探索でも同一深さのノードを順に調べて10個目でGに到達する。

●問題Ⅲ-6
正解は⑤
LDAPでは匿名アクセスを許可しないセキュアな構成が基本であり、クライアントがディレ
クトリ情報へアクセスして検索等のサービスを受けるためには認証が必要となる。

●問題Ⅲ-7
正解は①
変数xの実行時インスタンスはPlusTwo2であるため、オーバーライドされたincメソッドが
呼ばれる。inc(5)で4となり、inc(4)で3が返される。

●問題Ⅲ-8
正解は①
ライトスルー方式はキャッシュへの書き込みと同時に主記憶にも書き込むため、主記憶と
キャッシュメモリのデータ内容が常に一致し一貫性が保たれる。

●問題Ⅲ-9
正解は③
呼量は(8回×45秒)÷(20分×60秒)＝0.3アーランである。呼損率0.01の許容量を参照する
と、2回線(0.153)では不足し、3回線(0.455)が必要となる。

●問題Ⅲ-10
正解は④
追加前の平均時間は2＋0.1×400＝42サイクルである。追加後は2＋0.1×10＋0.025×400
＝13サイクルとなり、約0.3倍に短縮される。

●問題Ⅲ-11
正解は④
System V AMD64 ABIでは、レジスタに収まらない第7引数以降の実引数をスタックへ積む
際、標準的なC言語の呼出し規約に従って右から左の順に積む。

●問題Ⅲ-12



正解は④
Xの否定はX|Xと表される。論理和Y+Zと組み合わせた論理積に対しド・モルガンの法則を
適用してNAND演算で整理すると選択肢4の論理式となる。

●問題Ⅲ-13
正解は⑤
2進数の加算を行うと1.10000101となる。これを10進数の小数に変換すると1＋0.5＋1/64
＋1/256＝1.5195…となり、約1.52が得られる。

●問題Ⅲ-14
正解は③
SPIが1.0以上で進捗は計画より進んでいる一方、CPIが1.0以下でコスト超過しているた
め、作業速度を落としてコスト抑制を図る対策が適切である。

●問題Ⅲ-15
正解は④
モジュール設計では、保守性や再利用性を向上させるためにモジュール内部の関連性（凝
集度）を高め、モジュール間の依存度（結合度）を低くするのが基本である。

●問題Ⅲ-16
正解は②
バージョン管理は版の保存(i)、依存関係管理は関係管理(ii)、要求追跡は要求と成果物
の対応(iii)、構成管理は配布管理(iv)、監査証跡は変更履歴の管理(v)に対応する。

●問題Ⅲ-17
正解は④
PMBOKにおけるプロジェクトマネジメントの5つのプロセス群は、立上げ、計画、実行、監
視・コントロール、終結から構成されている。

●問題Ⅲ-18
正解は⑤
実体関連図（ER図）はリレーショナルデータベース等のデータ構造を表現するデータモデ
リング表記法であり、UML2の図法定義には含まれない。

●問題Ⅲ-19
正解は④
シーケンス図の呼出し関係より、methodXを実装する(a)はClassB、methodXを呼び出す(b)
はClassA、methodYとZを実装する(c)はClassCとなる。

●問題Ⅲ-20
正解は②
プログラムの修正後に、改修箇所以外の既存機能に予期せぬ不具合や影響が生じていない
ことを確認するために再実行するテストを回帰テストと呼ぶ。

●問題Ⅲ-21
正解は③
シュナイダーマンの8つの黄金律には一貫性やフィードバック、ショートカット等のGUI設
計指針が含まれるが、ユーザの声を忠実に反映させることは含まれない。

●問題Ⅲ-22
正解は①
XPの第2版において提唱者のケント・ベックは、プラクティスを適切に適合・スケーリン
グさせることで多様な規模のチームに適用可能であると主張している。

●問題Ⅲ-23
正解は③
フェールセーフとは、システムに障害や故障が発生した際に、自動的に被害の少ない安全
な状態へと移行させて安全性を確保する設計原則である。



●問題Ⅲ-24
正解は③
オープンデータは国や自治体が公開するものに限らず、民間企業や研究機関などが二次利
用可能な形で公開する多様なデータも広く含まれるため誤りである。

●問題Ⅲ-25
正解は④
SLAにおいてサービスの性能や拡張性、同時接続利用者数や外部接続性などのキャパシテ
ィに関する項目は合意・規定すべき重要な対象に含まれる。

●問題Ⅲ-26
正解は①
Webアプリケーションにおいても、機能適合性や保守性、使用性、信頼性といったソフト
ウェア品質モデルで規定される各種品質を満たすことが不可欠である。

●問題Ⅲ-27
正解は③
社員表、資格表、資格ランク手当表、社員保有資格表の4つの表に分解することで、推移
的関数従属および部分関数従属が排除され第3正規形となる。

●問題Ⅲ-28
正解は①
STAMP/STPAにおいて、人命喪失や物損、ミッション失敗などの損失につながる意図しない
望ましくない事象・結果はアクシデントと定義される。

●問題Ⅲ-29
正解は②
CSMA/CAは搬送波感知により送信前に待機時間を設けて衝突を回避するアクセス制御方式
であり、無線LAN（IEEE 802.11）で標準採用されている。

●問題Ⅲ-30
正解は③
DNSキャッシュポイズニングの対策として、問合せ時の送信元ポート番号をランダム化す
ることで、攻撃者が偽の応答を一致させる成功率を劇的に低下させられる。

●問題Ⅲ-31
正解は④
CHAPはサーバから提示されたチャレンジ文字列とパスワードからハッシュ値を計算して返
信するチャレンジレスポンス方式により安全に認証を行う。

●問題Ⅲ-32
正解は③
プレフィックス長/19のサブネット範囲は192.168.32.0から192.168.63.255までである。
この範囲内に含まれるホストアドレスは192.168.48.0となる。

●問題Ⅲ-33
正解は⑤
TCP/IP階層モデルにおいてトランスポート層に位置するプロトコルは、コネクションレス
型のデータ転送を提供するUDPおよびコネクション型のTCPである。

●問題Ⅲ-34
正解は①
インターネット公開用のWebサーバをDMZに配置し、個人情報を保持するDBサーバを直接通
信が遮断された安全な内部セグメントに配置して多層防御を図る。

●問題Ⅲ-35
正解は①



IPv6では単一のネットワークインタフェースに対して、リンクローカルユニキャストやグ
ローバルユニキャストなど複数のアドレスを同時に割り当て可能である。


